
期日：平成２５年１１月１９日（火）

場所：鶴岡市朝日庁舎　大会議室

平成２５年度　第４回　朝日地域審議会　会議録

○　日　時　：平成２５年１１月１９日（火）　午後１時３０分から午後４時００分まで

○　会　場　：鶴岡市朝日庁舎４階　大会議室

○　出席委員：敬称略・五十音順
安達幸恵、五十嵐大輔、上野博喜、工藤悦夫、齋藤源之助、佐藤照子、

佐藤正、佐藤宥男、佐藤芳彌、松本壽太、宮﨑康史、渡部嚴
· 欠席委員：敬称略・五十音順

井上時夫、大滝清策、今野継子、佐藤泉三、清野一女、清野清、難波一之、渡部小枝
· 市側出席職員

【庁舎】朝日庁舎支所長、総務企画課長、産業課長、市民福祉課長、総務企画課主幹、
産業課主幹、南部税務事務室長、南部建設事務室長

総務企画課職員

【本所】地域振興課専門員、企画調整課専門員
1.　開　　会
2.　あいさつ　　

○　佐藤芳弥会長

○　宮崎清男朝日庁舎支所長

3.　協議
○　佐藤芳彌会長

さっそく協議に入りたい。
（１）の鶴岡市総合計画後期基本計画の策定について説明をお願いしたい。
· 企画部企画調整課　長南専門員
後期基本計画策定について説明

· 朝日庁舎　石井総務企画課長

朝日地域振興計画策定について説明

○　佐藤芳彌会長

総合計画基本計画後期分の見直しの趣旨、構成案、体系、そして朝日地域振興策ということで説明をいただいた。今の説明に意見、質問があったらお願いしたい。

○　佐藤正委員

全体の項目はおそらく全てが網羅されていると思うが、朝日地域の地域振興の部分でちょっとだけ気になったところがあった。

他の地域と比べて項目が少ないと思ったことと、内容についても、癒しとか環境づくりといった部分が目立つが、地域が一番期待するのは地域振興につながる、早く言えば所得につながるような振興を期待しているが、そういった部分が弱い。ちょっとおとなしいのではないか。
例えば（１）の山の恵みを生かした複合農業の推進に、豊富な森林資源などの再生可能エネルギーの活用とか基盤づくりとあり、「推進します」とは記載しているが、具体的に小水力発電、あるいはペレット工場を誘致するとか、一番森林を多く持っている地域なので、もっと積極さがあってもいいのではないか。
· 佐藤芳彌会長
朝日地域の振興策に対する意見だが、コメントがあったらお願いしたい。
○　石井総務企画課長
意見として伺っておく。
○　五十嵐大輔委員
自分も朝日の部分は物足りなさを感じた。
主な施策の１．山ぶどうの加工品開発とあり、ほかに山の恵みとあるが、朝日にはもっといろんなものがあるような気がするので、これでは限定的であいまいな表現だと感じる。
越中山や熊出には庄内柿も結構あるし、山の恵みといっても天然ものと促成栽培のものではニュアンスが全然違うと思うが、自分はどちらかというと出来るだけ天然のものを出荷、販売したいと思っているので、この表現だと弱いと思う。
同じように再生可能エネルギー基盤づくりでは、もっと庄内の中でもトップを走るくらいの気持ちでいってもらわないと、実際に今、林業をやっている人が朝日は少ないので、スタートラインに立てるようなものを施策としてつくってやらないと、朝日の現状では民間でスタートする人はなかなかいなくて、結局気づいたら県外企業が朝日の林業を使って開発して売り上げは県外に飛んでいってしまったということがあってはならないと思うので、県外から企業が来る前に基盤を強くつくってほしい。

２番の施策に関しても、癒しなどは確かにそうだが、４番目の安全・安心というのも具体性がなくて弱いと思うし、温海地域に人材育成、コーディネート機能の確立とあるが、朝日でも六十里越街道であればアルゴディアがあるが、実際に講師としてできる人たちというのは２、３０代、４０代くらいの人はほとんどいないので、コーディネーターを育成しないと、せっかく施策があってもそれを推進する人がいないということになると思うので、そのへんも盛り込んでほしい。
観光資源の再生と活用についても、最近スキー場が清算するような話も新聞に大きく載っていたが、第三セクターであるとはいえスキー場だったり、今は営業していないホテル、運営しているゴルフ場、他にも道の駅や産直など、先日の講演会で他のスキー場と連携して“面”で展開することがいいのだということを講師の方が説明していたが、こういった施策の中でも“面”で捉えて観光資源としての再生と活用していくということを、もっと具体的に書いてほしい。

もう一つ、遊佐町では子ども議員というのをやっていて、子どもにその地域のことをもっと知ってもらって、自分たちで考えてもらって取り組む施策があるので、こういったことも施策に載せるくらい力を入れていっていいと思った。

要するに物足りないようだと、そう感じた。

○　佐藤芳彌会長

二人からこの朝日地域の振興策について質問があった。一応、基本的な方向だと思うが、もっと具体的にもっと力強くという提言があった。

これがどういう形で変更や修正されていくか可能性も含めて、最終的にどのような振興策になっていくのか。
○　石井総務企画課長

今日、説明した方向性、具体的な施策については今後、いただいた意見等を反映した形で修正を加えていきたい。
あくまでも案として示したもので、これに委員の意見を補強しながら整理をしていきたいと思っているので、意見をいただきたい。
○　佐藤芳彌会長

基本的な振興策ということで、委員も含めていろんな意見を入れて、力強い振興策、方向性をつくって、それがあって具体的な施策がついてくると思う。

この部分も方向性として大事な部分なので、何かここを削って、別にこの観点を入れてほしいなど、意見があれば出してほしい。

○　渡部嚴委員
振興策の中に月山ワインのことが何箇所か出てきて、その狙いとするところが表現されているが、月山ワインが朝日全体の農業収入の大部分を占めることはできないが、先般の産業文化まつりで中学生に朝日のイメージとして図画を書いてもらったところ、その中で十数点、月山ワインのことが書いてあり、それを絵にしていた。
朝日の人が、自分の地域の誇れるものということをイメージしたときに、月山ワインを書いてくれたのだなと感心して、中学生がそこまで自分の地域の誇れるものを、月山ワインで示してくださったということに非常に感動した。

俳句も出してもらったが、その中にも山ぶどうを題材にした作品が３点か４点あり、特賞をとった作品も、山ぶどうがたくさんついている粒を大家族と捉えて表現した句だった。そんなことで朝日、自分の地域といえば月山ワインというイメージを持っていることを痛感した。そういった意味では鶴岡市にいろいろ地域があるが、その中で朝日は山村、森林文化都市という大きな位置づけになっており、月山ワインというものを地域のイメージとして、イメージづくりから産業として起こしていくことも大事だと思う。
したがって、朝日といえばワインというイメージをもっともっと大きくしていく必要があると思うが、販売量も伸びておらず山ぶどうの生産量も制限されている中で、もう少し一つ地域イメージとして大きく捉えていってもいいのではないかと思う。
それを核としたところから、みんな心を寄せ合って何かを起こしていくというイメージづくりも大事だと思っているので、もう少し強調してもいいのではないかと思う。

それに対する施策がどうあればいいかということが次の段階として展開されるのではないか。今のワインの状況だと非常に先細りになっていく状況にあるので、何かそういうものを見出していく必要があるのではないか。
○　斎藤源之助委員
朝日は山村なので結局、森林が振興していかないと、地域の意欲がなくなり元気がなくなるということが基本的な考え方だと思う。
山の恵みを生かした複合農業として山ぶどうや山菜、バイオエネルギーに力を入れるような施策になっているが、本来森林は、木を売るということが一番の根本だと思う。以前は外国から安い材料を輸入してきたわけだが、最近は地元産材を利用するよう見直しされている。
そのような取り組みを、地元なりに取り組んでいくような仕組みを構築していく施策を入れていったらいいのではないか。
○　佐藤芳彌会長

どの立場からでも、また、戻ってもいいので、全体を含んで今の見直しの方向性や構成について何か意見があればお願いしたい。
○　渡部嚴委員

鶴岡市の中で特に山間地を抱える朝日、櫛引、羽黒や温海の農業を取り巻く環境は、ＴＰＰの問題等で非常に厳しい環境下にならざるを得ない競争の時代に入るわけだが、そうすると、どうしても費用対効果、効率性の部分が問われて山間地の農地の荒廃が一層進むのではないかと思われる。
今まで中山間地というのは中小の農家によって守られてきたが、大規模になるとそこまで手が回らなくなり、いろんな災害などで土地が荒廃すると人の心も荒れてしまい、そこに住む人もいなくなってしまう。

これからの中山間地における農地の荒廃対策を、全体的にどのような形で位置づけていくのかということも、将来にとって重要な課題ではないかと思うので、それについてもトータル的にどこかできちんとしておいてほしい。
○　佐藤芳彌会長

構成案はルネサンス宣言として五つの大きな方向付けがされており、全てに文化という言葉がついているが、文化というものをどう捉えて五つの基本としているのか。

もう一つは、構成案の推進のために、市民と地域と行政が一体となるという、一番大事な部分を強く進めてほしいという願いとともに、今年度から一つのきっかけとして地域担当制ということで入っているわけだが、その取り組みと現状について聴きたい。
○　企画調整課　長南専門員
最初の文化の捉え方という質問だが、これについては榎本市長のルネサンス宣言に掲げている内容にも関連するが、計画の一番のフレーム部分なので、細かい部分についてふれるというよりは、大きく包括的な中身を入れるという意味合いもあり、文化という言葉は非常に幅広い部分であるが、あえて幅広い部分を包括する意味もあり文化都市という表現を使い、具体的な中身についてはその下の部分の施策の体系、各節案に記載するという形で整理している。
○　石井総務企画課長
市民、地域、行政が一体となって地域課題を解決していく、そして地域の活性化を図っていくという目的で、この７月に全職員を担当職員として各集落に配置した。
当初、早いうちに地域に入ることも考えたが、６月に管理職全員が地域振興懇談会で８地区を回り地域の課題要望等を聴いているし、７月末をめどに各自治会から要望等を受けていたので、少し様子を見ていた。先日、駐在員連絡協議会の役員会でこの制度について説明し、配置する職員の名簿を出しており、また、明後日の駐在員会議で再度、地区担当制の趣旨を説明してから、その後早い時期に地域に入っていきたい。
他の庁舎は大体１回くらい各自治会に入っており、最初は自治会の役員を対象に顔合わせと、地区担当職員制度の説明等で終わっているようだ。朝日庁舎でも自治会の役員を対象に話し合いの場を設けさせてもらいたいと考えており、明後日の駐在員会議で説明する予定だ。

○　佐藤芳彌会長

朝日地域でもいろんな地域の違いもあり、連携という意味では大事だと思う。誰が担当するかということ、地域の人とどういった接点を持つかがスタートになると思うので、早い取り組みをやってほしいと思う。

○　上野博喜委員
第１章第５節、エネルギーの地産地消の推進項目で資源循環型社会の形成を分離しているが、廃棄物減量等推進審議会で、新たに整備する廃棄物処理施設で電力を起こせないかという意見がでており、それも検討するということだったが、これはそういう意味で捉えていいのかどうか確認したい。
○　企画調整課　長南専門員
今回は概要の説明ということで、個別の分野ごとの細かい部分については、資料の都合もあり載せていない部分もあるが、新たな廃棄物処理施設の整備については、老朽化している焼却処理施設、市のクリーンセンターを新たに再整備するということで、現施設のある敷地に建設を計画している。
その中で資源循環型社会の形成という観点から、再生可能エネルギーの利用拡大のために、燃やしたときに発生する熱エネルギーの回収による発電についても検討している。ただ、まだ検討段階で、採算性の問題もあり、焼却処理施設自体も膨大な建設費が掛かるので財源は合併特例債の活用を検討していることから、特例債の活用期限の平成３２年までの建設を目途として、大まかな計画をこれから進めていくことを考えている。
その中で確かに、熱エネルギーの回収による発電についても、事業採算性等も含めた上で検討していきたいと考えている。
○　松本壽太委員
基本計画の教育の第１節、学校教育の充実（１）知育徳育体育のバランスの取れた学校教育の推進、（２）適正な教育環境整備、（３）高等学校教育の充実、とある。

確かにバランスの取れた学校教育の推進、適正な教育環境の整備、これは前と同じのようだが、特にこの義務教育期間のうちに意識がなくて高等学校に行くとか意欲がなくて高等教育研究機関にいくということはありえないと思うので、適正な教育環境整備もしくは鶴岡市全体、地域も、学校教育が果たして今のとおりでいいのかと思ったので、もっと意欲が出るような、方向性がはっきりするような人格なり意欲なりが生まれるような教育を、中学校あたりまでにしっかり植えつけることができないものかと思っている。高校に行く前の段階の、生活力であったり人間としての生き方としてどういうことが大切なのかを教えることが、とても重要なことだと思っている。
それと、伝統文化の資源の保存もしくは継承、これも過去も未来も現在にありと言うか、守るのも大切ではあるが、今もまた新しい生き方を求められている気がするので、今の生き方をもっともっと充実させるということが、後になってこれは文化資源だとか保存すべきものだという生き方を今、我々がもしくは我々の子孫ががんばっていかなければならないことではないかと思う。
○　企画調整課　長南専門員
今の内容については、教育委員会に伝えて今後の計画案作成の際に、反映について検討させていただきたい。

○　五十嵐大輔委員
計画には地域で何かをしようということがたくさん載っているが、まちづくり塾などで最近、若手で集まると、ファシリテータという会議を促進するための専門的な知識を持った人をもっと導入したいという話になる。
地域で何かをするのではなくて、地域で何かをする人たちの側で運営をもっと円滑に進めていくためのプロフェッショナルを入れていってみたらよいと思う。

民主党政権時代に、民間がもっとぐいぐいと食い込んで話をしようという試みがあって、そのときに政治家とか国の話に参加していたファシリテータの方が来ていたのだが、そういう人をもっとこういう会議などにどんどん取り入れるための施策というのが必要だと感じる。
自分も含めてここに来ている人たちは会議のプロフェッショナルではなくて、いろんな立場のプロフェッショナルなので、思いどおり話が進まなかったり、うまくまとまらなかったりすることがよくある。そういうときに会議の専門職みたいな人を導入したらいいと思うが、そういうものは果たしてどこに載せてもらったら反映されるのだろうと感じている。
○　企画調整課　長南専門員
質問に対する回答になるか分からないが、資料２の総合計画後期基本計画構成案の５番に「計画の推進のために」とあり、今のような内容はこの計画の推進や計画づくりのためにファシリテータのような会議の専門役、会議を円滑に進めるための役割が必要なのではないかという意見と伺った。
なお、今後どのように計画に反映させることができるか、持ち帰って検討させていただきたい。
○　佐藤芳彌会長

（１）の総合計画後期基本計画の策定の協議を終了したい。
　　　～　休　憩　～

○　佐藤芳彌会長

（２）の朝日地域審議会提言書については委員からいろいろ意見をいただいて、最終的な報告書案ということで出来上がった。これについていろいろ意見をいただきたい。事務局の説明を。
○　総務企画課　土田総務地域振興専門員
朝日地域審議会提言書（案）について説明
○　佐藤芳彌会長

委員には事前に配付されているので、前回と変わった部分、文言の変更など説明いただいた。それを踏まえて何か意見、質問があったらお願いしたい。
○佐藤正委員
前回の質疑で総務企画課長から提言の反映の関係で答弁があったが、もちろん庁舎の予算要求は当然のことだが、私が心配しているのは、通常の予算要求をしても本所の課長から部長、部長までいく前にとどまってしまうケースもあるのではないかということだ。
来月１６日に市長と直接会って提言書を渡して、いろんな話し合いもなされるのだと思うが、市のトップの方針として決めてもらわないと市の方針にならないと思う。今までの要望も、どうもトップまで行かないで終わってしまうことも多いのではないかと心配している。
これは特に会長にお願いをしたいのだが、それぞれの地域から出された審議会の提言について、全てというわけにはいかないだろうが、例えば新しく組織を新設しなくても鶴岡市の方針でこれから何年か臨んでいきますというトップの方針がないと、普通に各庁舎で予算要求しても結局のところ同じなのではないかということを心配している。

トップダウンではないが、市長が「こういった方針で今後、臨む」としないと、結局言いっぱなしで終わる懸念があるので、会長からよろしくお願いしたい。
○　佐藤芳彌会長

佐藤委員から、このいろんな思いをどのように伝えてこの地域の振興策につながるか、そのためには市長のトップダウン、市長がしっかり受け止めて部長、課長に伝えるという確約がないと、という質問があった。
前回は３０分くらいの非常に短い時間でこちらの提言書の説明、それに対する市長の一方的な答で終わったわけだが、終わった後せっかくのいろんな委員の思いが詰まった、地域の思いがこもった提言書なので、もっと時間をとってほしいということをそのときも言ってきた。６地域の審議会があるにしても今回は１時間ということで、少し前回よりは長い時間いろんな形で議論とか提言、要望もできるのではないかと思っている。

どこまで具体的にできるかは疑問だが、基本的にはそれぞれ６地区の細かなことに「こうする」という話にはならないにしろ、各地域は支所を抱えてそれぞれ、地域振興策のいろんな方向性は違っても、支所機能とかいろんな支所のあり方とか、支所でどう展開していくかという共通の課題を抱えているのではないかと思うので、その会は合併した５地区がそれぞれお互いに理解するという場でもあってほしいとも思うし、その理解があって一つにまとまってその地域をどうするかという場にもなるのではないかと思っている。
１時間でどのくらい充実した内容になるかはちょっと分からないが、それぞれの地域審議会の思いを市長からしっかりと受け止めてもらい、いろんな予算や現状も絡むのですぐにできるとかできないとかとは市長も答弁できないと思うが、この地域の現状、抱えている課題を分かってもらうことが、この提言書を持って行って時間をとってもらった位置づけであり、意味ではないかと思っている。
今日は委員一人ひとりから意見をいただき、それをまとめてその思いを市長に伝えたいと思うで、委員からは市長が前にいるという前提で、このことは言いたいという事を、それぞれの立場で一人ずつ意見をいただきたい。

○　佐藤正委員

３０分が１時間になっただけでそんなにうまくいくとは考えられないが、特に合併した５町村については何回も同じ話をしているとおり、一番大きい旧市に合わせたことでいろんなひずみが出ているという部分をフォローする姿勢がトップになければ何にも通らない。

そこを分かってもらわないと、単に通常とおり庁舎から予算要求しても、本庁の課長で止まったとか部長まで行って消えてしまったとか、そういったことになりかねないのではないかという心配をしたわけで、全部一律では困るのだということを理解してもらわないと、提言書を持って行ってもいつもの予算要求と同じになってしまうのではないかと心配している。
○　佐藤芳彌会長
今までもいろんな場で言ってきたが、合併して８年が経って同じにすることが平等ではない、いろんな環境とか条件が違うところがあるので、それに合わせた形でいろんな施策もあってほしいし、平等性という捉え方も基本的にはぜひやってほしい。そういった要望も地域審議会５地区が力を合わせてやっていきたい。

これまでは合併のメリットや方向性がなかなか見えなかったが、今度地方交付税の配分の中に合併して支所が増えたところに交付税を加算すると新聞報道があった。その部分はぜひ支所にくださいと、その流れをつくってくださいということは、支所の機能とか位置づけが確定というか、方向付けられる大きなことだと思っているので、このこともぜひ伝えて来たい。

ほかになかったら、市長を前にしたという前提で、今の段階でこのことだけは市長に伝えてほしいということを、一人ひとり発言してもらいたい。それを集約して思いを伝えたい。

○　佐藤照子副会長
“はじめに”というところで朝日地域の切なる思いを述べていて、これはすごくいいと思った。
農業経営の安定化対策について、前回の審議会でニュアンスが違っていたというところを直してもらっていると思うが、販路の面で課題になっているとすごく強く言っているが、産直をずっと１０年やってきて、山菜や菌茸の収穫量が少なくなってきているように思う。
当然、その年その年の気象条件もあるのだろうと思うが、栽培できるものはもっと力を入れて朝日の産物を多くするという方策を考えてほしい。そういう言葉を盛り込んでいただきたい。
○　渡部嚴委員

私もいろんな意見を一つの形でよくまとめられているのではないかと感じたし、“はじめに”というところで、特に条件不利地域に暮らしていて、ここに誇りを持って住み続けられる生活環境をどうつくっていくかということに尽きると思うが、自らの努力ももちろんだが、山間地であればあるほど、不利地域であればあるほど、公的支援がどうしても必要になってくるということが否めない事実だと思う。
したがってそこをどう捉えるか、不公平だと捉えるか公平だと捉えるかという岐路に立つわけだが、どこに行っても同じような生活ができるという、その安定感、安心感を与えるような行政施策を是非してほしいし、全市民から理解していただかないとできないことなので、そのへんを強く訴えていく必要があるのではないかと思う。

各地域から出たことを全部、行政に反映させることは難しいわけだが、我々がいろいろ議論した思いが何らかの形で、見える形で行政施策に反映される、趣旨が、方向性が、今できなくとも見えるような形で何とかいろんな計画とか具体的になれば一番いいわけだが、方向性、目標などを目に見える形で示していただければありがたい。

○　工藤悦夫委員

鳥獣対策事業について、おかげさまで今年はあまりサルの被害がなくて収穫もそれなりにあったのではないかと思って胸をなでおろしている。引き続きこれは是非、継続して今までどおりがんばってほしい。
朝日は特に遠隔地、鶴岡市街から見れば山間地、遠隔地集落であり、なにしろ鶴岡では５０円で買える物が、大鳥の人は１,５００円も掛かる。販売車も来るが無い物もあるわけで、そのへんの経済的負担に対する公費負担のあり方、いろんな軽減策をぜひ早急に取り組んでいただいて、例えば税制格差なんかもぜひお願いをしたいと思っている。
○　安達幸恵委員
食のところから、市長にお願いしたい。榎本市長は食文化推進の代表者でもあるので、ユネスコ登録世界５番目の県になるように、ぜひよろしくお願いしたい。
２０１２年だと思うが、舌で感じる“うま味”が世界で認められることになった。私たち日本人が当たり前のように感じていた食感で、そんな豊かな食文化を持った私たち、いろんな面で活躍していきたい。それから提言書の中で、山ぶどう云々のところに家庭の調味料として月山ワイン、これを運動推進していきたいので、ぜひ力を貸して欲しい。
○　五十嵐大輔委員
農業の面では、地域振興の方針に基づく施策にも山ぶどうが入っており、山菜に関しても書いてあるが、自分は天然のものや庄内柿などを取り扱っているので、ここに書いてある農業施策でいくと自分はほとんど関わらない状況なので、農業の支援に対してはもっと幅広い支援を拡充してほしい。
若者の活動として現在、朝日でイベントを発信している人が自分くらいしかいない状況で、先日山形市で活動している人が朝日でイベントをしたことがある程度だ。地元の人が自分で発信しようと思える、地元のことをもっと見直して活動できる環境をつくるために、２０代、３０代もそうだが、もっと１０代のうちから子どもたちが朝日を好きになって、見直してもらいたいと思えるようになるための活動や学習内容をもっと盛り込んで、地域のことを振り返る子どもが増えてほしい。
最近、遊佐町や新庄市ではプロのデザイナーを直接的に使って広報紙やイベントの案内などをデザインしてもらって発信していることで、若い人がすごくついてくるのが見受けられるので、そういう面でもプロのデザイナーやファシリテータなど、外部のプロフェッショナルを朝日の中に取り入れてみたいので、そのような支援もしてほしい。
自分たちはワラ細工やカンジキ作りをしているが、そういう活動に関して支援は当然のようにないので、お金になるかならないかではなくて、伝統工芸を守る人に対しての支援なども、してもらえるとよい。
最近、２、３０代の人たちが鶴岡を中心に、猟銃ではなくわなの免許を取っている若者がたくさんいて、１０人くらいで猟師の若手の組合をつくった。現在は猟友会の人数が増えておらず、年輩の人を支援しているが、若手が入ってこなければいずれ猟友会はなくなるので、若手で猟師免許を取っている人を支援して朝日でもっと活動してもらえるようにしてほしい。
最後に、全体的に支援するというのは比較的受身なことなので、行政側から「もっとこれしてみませんか」というものを多くしてほしい。
○　佐藤宥男委員

提言書全体を読み直してみて、ふっと気がついたのが、これを受け取った側から見たらどうなるだろうなということで、私の反省なのだが、例えばここまでは地元でできる、けれどもこの部分は行政でやってくれないかというような、行政側でも手を出しやすいようなことはこれから考えていければと思う。今回は当然間に合わないわけですが、受け取った側がやりやすいことを今一度考えてみたらいいのではないかということが最近の反省点です。
今度芸工大に来る先生の講演を聞いたのだが、あるところで１０ヵ年の方針を定めるときに、市や町でやる１０ヵ年と、住民がやる１０ヵ年と２箇所の提言書を出したという話があったが、そのようにできればいいとつくづく思いました。その先生とそのグループは山形県に来るわけなので、何か機会があったら、また話を聞きたいと思っている。
○　宮﨑康史委員

鶴岡市総合計画基本計画について、人口減少に歯止めを掛ける未婚の男女の結婚を促すような方策、婚活活動のような文面がどこにもないので、緊迫した状況は全国どこでもそうだと思うが、あって然るべきと思う。地域振興方針に基づく朝日地域については、主な施策がちょっと寂しすぎる。山の恵みの産地化の促進がちょっとあいまいなので、もっと具体的にいろいろあってもよい。
それから提言書の中では、初期消火云々、消火資材の整備云々とあったのでよかったが、各集落で維持となった場合、この集落は何軒でこれだけの消火栓、多いところの集落と小さいところの集落、消火栓の数を具体的に数字で示して、必ず助成してもらえるような文面に直せないかと思った。
農業経営の法人化で、農家全戸が参画できるような農業経営、農地の保全とあるが、農地の保全のためには農家全員が参画したほうがいいかも知れないが、農業経営となると全戸が参画した場合、所得配分等でいろいろ出るので、農業経営まで全戸が参画したら逆に厳しいのではないか。
それから、農水省で転作・生産調整を５年後にはやめる、ＴＰＰも含めて価格競争の時代になってきた場合、当地域は当然、単収の面でも作業効率の面でも条件が不利だ。私は３人で３５町歩、耕作しているが、朝日の農地をやめて平場で５０町歩耕作したほうがずっと楽だと思う。そういう意味合いからも、生産調整は国がしっかり行っていて価格調整していた面があったわけなので、それはきちんと国が責任を持つべきだと思う。
○　斎藤源之助委員
新市ができてから８年目になり、いろんなものを平等な形にするということでやっているが、最近感じるのは平等と公平ということは違うのではないかということだ。
さっき言ったとおり、山で不便だし、何をするにもハンディもあるわけなので、それなりに地域に合った行政サービスをすることが公平ということで、これからは平等よりも公平の時代になってもらいたい。また、今までいろんな課題と直面してきたが、その都度、知恵を出し合って解決してきた。提言書については、市長は当事者意識を強力に持って、解決に当たってほしい。

○　松本壽太委員

どっかの国ではアベノミクスということで景気回復しているという話だが、地方の自治体市町村にはそれは感じられないと思っている。東電を始めとしてＪＲ北海道、大手銀行、食品偽装、それから大手運送業界の保冷・冷凍のごまかしなど、こうやってみるとトップが末端まで届かない恐竜、そういうところが崩壊しつつあるのではないかなという気がする。
そういう意味では、この地域鶴岡は市長が末端隅々まで目が通せる範囲内でというところでちょうどいい行政ができるのではないかと思っている。かつて庄内藩が全国とは特異な教育をしてきた事例があるわけなので、全国の地方都市がみな同じ悩みを抱えるとすれば、いわゆる競争が激しくなるという観点から特異な教育、特異な自治体行政の実施とか、非常に特異、みんなと同じでないということは非常に苦労が多くて大変だと思っているが、みんなが求めるところにいくと競争が激しいというかそういう論理から教育の方針、教育の方向、教育の視点とかいろいろあると思うので、同じ視点ではないところで、したたかにできるような行政もしくは人づくり、子ども教育などをしていただければありがたい。
○　上野博喜委員

何人か言っているように、鶴岡市の場合は合併後、平等性を追求して今までやってきた。先ほどもあったが、平等と公平性について、当然地域差があるわけで、公助として公平性に配慮した行政支援、当然住んでいるところが違って条件も違うわけだから、公平性を強く訴えてほしい。
これまで朝日地域は、土地があって農業があって集落形成されてきた。そこには非農家も集落の中で一緒に炭焼きとか、そうした体制があったわけだが、今後とも我々は集落を維持する、発展させるためには農業が必要だろうという捉え方で、みんなで一緒にやっていく。
経営が全戸というと微妙な表現だが、全員が参加できるような農業でないと、２～３人でやっていれば他の人はその土地にいなくても済む、１人でも２人でもできる農業であれば他の人は条件のいいところに出ていくのではないかということで、農業にみんなが携わる、農家でなくても携わる集落をつくっていくという観点から農業が必要だろうということを私は訴えたいし、そういう意味で強く提言してもらいたい。
最後に、全然関係ない話だが、県知事は新幹線を２つともフル規格で持ってくると言っており、それに同調したのが榎本鶴岡市長だったようだ。ぜひがんばってほしい。
○　佐藤芳彌会長

いろいろ、それぞれの委員から意見をいただいた。これを整理して、どういう形になるか、また、１時間の割り振りが決まっていないが、他の地域審議会の会長とも連携を取りながら、しっかりと市長のほうに伝えてまいりたい。
4.　その他

　・湯殿山スキー場の調停に関する質問
　・地域おこし協力隊の活動に関する報告

　・戸別所得保障制度に係る交付金の支払いに関する質問
　・食生活改善推進協議会の活動に関する報告

5.　閉会
○　佐藤照子副会長
天気も悪く、つるべ落としのごとく暗くなるのが早いので、どうも重苦しい気持ちになってきているのではないかと思うが、１２月１６日に市長に提言書を提出して、朝日の現状を理解していただければ、明るい未来が見えるのではないかと思う。本日は本当にご苦労様でした。
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